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0-1. 対象者（RPAデベロッパー基礎プログラム修了者）

5

UiPathアカデミーにおける学習パスのRPAデベロッパー基礎プログラム修了相当の知識を持ったエンドユーザー様とパートナー
様が本資料の対象者となります。

UiPathアカデミーにおける学習パス

RPAデベロッパー

RPAデベロッパー基礎プログラム
修了相当の知識を持ったエンド

ユーザー様とパートナー様

対象者
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0-2. 本資料で提供する価値

6

RPAデベロッパー

ワークフロー開発時に、ワークフローの動作が不安定で、どのように対処すればよいかわからないという問題に直面したRPAデ
ベロッパーに、ワークフロー動作をより安定化するための実践的なテクニックを提供します。

＜推奨のアクティビティ＞
要素を探す（Find Element）
要素の有無を検出（Element Exists）
要素が出現したとき（On Element Appear）
要素の消滅を待つ（Wait Element Vanish）
リトライスコープ（Retry Scope）

・
・

UiPathアカデミーで習ったとおり
にワークフローを作ったけど、なぜ

か動作が安定しない

画面がちゃんと表示されるのを
待ってロボットが動いてくれたら

いいのになぁ

たまに出るポップアップのせいで
エラーで止まる

要素のセレクターが正しく取れ
ているかわからない

本資料では上記のような課題を持っているRPAデベロッパーへ実践的なテクニックを提供する。

左記のような便利なアクティビティをど
のようなケースにどういう優先度
で適用すればいいのかがわかる。
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【困ること】
動作が不安定な時がある

1. セレクター認識は安定的
にできている

2. セレクター認識は安定的
にできない

1. プロパティ（Wait for Ready）
2. On Element Appear
3. Delay

7

0-3. ワークフロー動作不安定時の解決フロー

ユーザー

YES NO

1-1. 画面描画前にロボットが
動いてしまっている（ロボット処
理が早すぎる、アプリが遅い、
ネットワークが遅い）？

目的要素のセレクター認識が
常に安定的に（※1）できている？

NO

YES

1-2. 要素が有効になる前に
動いてしまっている（少し遅れ
てボタンが押せる）？ NO

YES

1. プロパティ（Continue on Error）
2. Element Exist
3. Parallel

NO

YES

NO

YES

1. Retry Scope

NO

YES

1-3. （無駄な）ある要素が
ランダムで表示される？

1-4. ある処理の終了を適切
に待てない？

1-5. アプリ起動に失敗する？

実はセレクター認識は安定的に
できていないことが原因では？（右側へ）

1. プロパティ（Wait for Ready）
2. Find Element+Wait Attribute
3. Delay

1. Wait Element Vanish
2. Delay

＜解決方法＞※2

1. セレクター修正（ワイルドカード利用や
nav調整）
2. Anchor Base
3. セレクターで変数を使う
4. Find Element＋Find Relative
5. Get Attribute

2-1. セレクター認識に不安があ
る（たまに変わる）?

NO

YES

2-2. セレクター認識ができなかっ
たため画像認識を使っているがた
まにエラーが出てしまう？

YES
1. Send Hotkey
2. OCR
3. 画像認識のプロパティ（Accuracy）
4. AI Computer Vision

＜解決方法＞※2

（※2）各解決方法の技術的な説明はAppendix章をご参照ください。
本資料で検証用に使用したアクティビティのバージョンは下記となります。
UiPath.System.Activities 19.10.1
UiPath.UIAutomation.Activities 19.11.1

NO

有識者と一緒に高度な操作（API利用、
データベースアクセス等）を検討する。
あるいは業務での運用カバーを検討する。

（※1）安定的とは、想定されたセレクター要素を常に取得でき、
目的動作が成功できること。



1. セレクター認識が安
定的にできているが動作
が不安定な場合
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1-0. セレクター認識が安定的にできている時の解決方法優先度の考え方

対象アクティビティ 対象アクティビティ 対象アクティビティ

プロパティ変更

制御アクティビティ
（確実）

制御アクティビティ
（不確実）

ターゲット要素を捉えて確実に処理する ワークアラウンド

No.1 No.2 No.3

確実性高い 確実性低い

＜解決方法の優先度＞

待機を入れる等
UiElementを確実に取得
ための制御アクティビティ

9

各解決方法では、要素を捉えて確実に処理する方法から、不確実性のあるアクティビティを利用するワークアラウンド方法ま
で順に優先度を付けています。
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1-1. 画面描画前にロボットが動いてしまっている
（ロボット処理が早すぎる、アプリが遅い、ネットワークが遅い）

ロボット処理が早すぎる、アプリが遅い、ネットワークが遅い等の理
由で、画面描画前にロボットが動いてしまうケース

事象 解決方法

No.2 On Element Appear（要素が出現したとき）

No.1 プロパティ Wait for Ready（準備完了まで待機）

No.3 Delay（待機）

画面ロード中に動いてし
てしまう

想定した対象操作画面

アクティビティの準備完了まで待機を
「COMPLETE」に設定する

要素が出現するまでに
操作せず、待つ

待ち

Do

ユーザーが手動操作時、対象操作画面が操作可
能な状態までかかる時間を待機

Click

10
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1-2. 要素が有効になる前に動いてしまっている
（少し遅れてボタンが押せる）

要素が有効になる前にアクションしてしまうケース

事象 解決方法

No.2 Find Element+Wait Attribute(要素を探す+属性を待つ)

要素を探すで取得したUiElementを属性を
待つに渡して、属性（Visible、Enable等）
が操作可能な状態になるまで待つ

No.1 プロパティ Wait for Ready（準備完了まで待機）

アクティビティの準備完了まで待機を
「COMPLETE」に設定する

No.3 Delay（待機）

ユーザーが手動操作時、対象要素がアクティブに
なり、操作可能な状態までかかる時間を待機

Ui
Element

待ち

要素が有効になる前に
動いてしてしまう

想定した対象操作要素

Click

11
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1-3. （無駄な）ある要素がランダムで表示される

存在
する？

ポップアップ「OK」を
クリック

「ログイン/登録」を
クリック

True False

（無駄な）ある要素がランダムで表示されるケース

事象

前処理

ランダムでポップ
アップが出てしまう

解決方法

No.2 Element Exist（要素の有無を検出）

No.1 プロパティ Continue on Error(エラー発生時に実行を継続)

No.3 Parallel（並列）

想定した対象操
作画面

ポップアップの「OK」ボタンを常にクリックす
る。クリックアクティビティのエラー発生時に
実行を継続を「True」に設定

並列でポップアップ「OK」クリック処
理と正常処理を同時に実行させ、
片方終わったら次に進む

12
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1-4. ある処理の終了を適切に待てない

何かの処理の終了を待っているケース

事象 解決方法

No.1 Wait Element Vanish（要素の消滅を待つ）

処理中・・・

メール送信

ファイル開く、加工

No.2 Delay（待機）

処理が完了するまでかかる時間を待機

プログレスバー消滅を待ち、継
続の処理を行う必要がある

処理中のままファイルを開く
とエラーになる

ファイル開く、加工

消
滅
後

・
・
・

13
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1-5. アプリ起動に失敗する

アプリ起動に失敗するケース

事象 解決方法

No.1 Retry Scope（リトライスコープ）

アプリ起動にたまにエラーに
なる

再
起
動

アプリの起動を設定した
回数までリトライする

起動
中

14

アプリケーション
起動

操作



2. セレクター認識が安
定的にできておらず動作
が不安定な場合
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2-0. セレクター認識が安定的にできていない時の解決方法優先度の考え方

要素を捉えて確実に処理する セレクターを取得できない時のワークアラウンド

確実性高い 確実性低い

＜解決方法の優先度＞

16

各解決方法では、セレクターを修正して確実に処理する方法から、ショートカットキーや画像認識技術を工夫してワークアラウ
ンド方法までの順に優先度を付けています。

対象アクティビティ 対象アクティビティ 対象アクティビティ

セレクター修正

制御アクティビティ
（確実）

ホットキー押下
アクティビティ
（確実）

No.1 No.2 No.3

ショートカットキーで要
素に到達して操作

アンカーや相対位置で
ターゲット要素を制御

対象アクティビティ

OCRアクティビティ
（不確実）

No.4

デジタルデータへ
変換し操作

対象アクティビティ

AI技術など
（不確実）

No.5

AI Computer 
Vision等を利用
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2-1. セレクター認識に不安がある（たまに変わる）（1/2）

セレクターが安定的ではない、たまに変わるケース①

事象 解決方法

No.2 Anchor Base（アンカーベース）

No.1 セレクター修正（ワイルドカード利用やnav調整）
セレクターにワイルドカードを利用

UI Explorerの「アンカーを選択」でnavタグを調整

UI Explorerで固定要素をアンカーとし
て選択し、要素同士の階層構造を利用
して、目的の要素に到達

セレクター固定で
きる要素を探す

目的要素を操作

住所記入欄要素のセレク
ターがいつも変わる

住所記入欄要素の場所とセレ
クターが環境によって変わる

開発環境 本番環境 環境によって異なる「title」
に「*」を利用し修正

17
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2-1. セレクター認識に不安がある（たまに変わる）（2/2）

セレクターが安定的ではない、たまに変わるケース②

事象 解決方法

No.3 セレクターで変数を使う

セレクター固定の要素 固定要素を探す

「相対要素を探す」
Yのオフセット：20

固定要素の
UiElement

オフセットを調整し、目的
のUiElementを取得

No.4 FindElement＋FindRelative(要素を探す+相対要素を探す)

選択肢９

セレクター固定の要素

目的要素：いつもプルダウンメニューの3つ目
を選びたいが、
開く度に、セレクターが変わる！！

No.5 Get Attribute（属性を取得）

プルダウンを開く度に、セレクターが変わる！！

目的要素：いつもプルダウンメニューの3つ目
を選びたいが、
開く度に、セレクターが変わる！！

「innertext」属性の値をString型で取得し、
innertext.Split(" "c).ToList(2).ToString
で3つ目の可変の値を取得し、aanameに代入

18

変数で選択したい
aanameを代入
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2-2. セレクター認識ができなかったため
画像認識を使っているがたまにエラーが出てしまう

画像認識を使っているがたまにエラーが出てしまうケース

事象 解決方法

No.2 OCR

No.1 Send Hotkey（ホットキーを押下）

No.4 AI Computer Vision

端末の解像度によって画像認識対象
の画像がぼやけている

開発端末 実行端末

No.3 画像認識のプロパティAccuracy(精度)とProfile(プロファイル)

ショートカットキーで対象要素に
到達して操作

OCRアクティビティでテキストを取得
→String型で取得(“OK”)

対象画像の精度を0~1で調整

AI Computer Visionの技
術を利用

プロファイルをEnhancedに設定

19
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3-1. プロパティ Wait for Ready（準備完了まで待機）詳細

21

詳細

アクションを実行する前にターゲットがレディ状態になるまで待機します。

説明

Web（IE） デスクトップアプリケーション SAP

None ターゲット UI 要素が見つかった場合を除き、何も待たない

Interactive
対象UiElementが読
み込まれるまで待つ WindowsMessageの

wm_nullの応答があるまで
待つ(※1)

専用のAPIを使用して実
行状態になるまで待つ

Complete
対象ページが全て読み
込まれるまで待つ

(※1)WindowMessageを送信し応答があれば実行をします。対象アプリがハングアップ状態のときは待ちますので、アプリケーショ
ンが独自で待機状態（くるくる表示、スプラッシュ画面など）を表現をしていてもUiPathからすれば実行可能と判断してしまいます。
人間なら、アプリケーションの待機表示があればクリックをしないはずですが、ロボットは容赦なくクリックします。
自動化対象の業務で待機状態があるときは、「On Element Appear」などを使ってタイミングを調整してみてください。

詳細は下記のガイドページをご参照ください。
https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/click#section-input

https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/click#section-input
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待機時間を超えた場合にエラーを発生させたくない、あるいは、待機時間を超えた場合にはDoシーケンス内のアクティビ
ティは実行されたくない場合に使います。
Repeat Forever（無限に繰り返す）をTrue（デフォルト）にして、タイムアウト時間を設定して、エラー発生時に実行を
継続（ContinueOnError）をTrueにすると、タイムアウト時間を超えたらDoシーケンス内のアクティビティは実行しない、
エラー発生しなく次の処理を実行します。

22

詳細

3-2. On Element Appear（要素が出現したとき）詳細（1/2）

新規申込の場合のみ、登録
フォームの入力が必要

タイムアウト時間になって、要素が
なかった場合次の処理を実行・・・

Do

新規申込フォームの登録処理

要素が表示されまで待機することができます。数秒後など出現するまで何秒かかるかわからない要素を捕まえるのに適していま
す。UiElement 変数として返します。Doシーケンス内のアクティビティは要素が表示された場合のみ実行されます。

説明

詳細は下記のガイドページをご参照ください。
https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/on-ui-element-appear

https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/on-ui-element-appear
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WF詳細

3-2. On Element Appear（要素が出現したとき）詳細（2/2）

無限に繰り返すをTrueに設定すると、タ
イムアウト時間内に処理を繰り返す。

＜Tips＞
エラー発生時に実行を継続をTrueに設定すると、例外が
発生しても、次の処理に進む。
無限に繰り返すをTrueに設定した場合、スロー
（Throw）と組み合わせて利用する。
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3-3. Find Element＋Wait Attribute
（要素を探す＋属性を待つ）詳細（1/2）

24

要素が有効になっているかどうかを確認する場合は有効です。取得したUiElement 変数を [属性を取得(Get
Attribute)]または[属性を待機(Wait Attribute)]などのアクティビティに渡して、aastate 属性と組み合わせて使用しま
す。

詳細

要素を探すで
UiElementを取得

アクティブまで
属性待ち

UiElementの属性をア
クティブまで待ち

① ② ③

要素を探すアクティビティは、指定した UI 要素が画面に表示される (フォアグラウンドに表示される) のを待って、UiElement
変数として返します。該当する要素が出た時点ですぐ次のアクティビティに動作が移るため、固定待機に比べて実行時間が
早くなります。
属性を待つアクティビティは、指定した UI 要素の属性の値が文字列と等しくなるまで待機します。

説明

詳細は下記のガイドページをご参照ください。
https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/wait-ui-element-appear
https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/wait-attribute

https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/wait-ui-element-appear
https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/wait-attribute
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WF詳細

取得したUiElementを
属性を取得に渡す

繰り返しやリトライスコープと組み合わせ
て利用、特定の属性になるまで待機

属性を待つアクティビティのターゲットを指
定できないため、 UiElementを渡して
利用する方法が有効。

3-3. Find Element＋Wait Attribute
（要素を探す＋属性を待つ）詳細（2/2）
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ある要素が出現したかどうかでその後の処理を変更したい場合に使用します。
例えば、メッセージがある場合にはウィンドウを閉じる等のアクションを入れることで、変則的にメッセージが発生する場合にUI
要素が認識できずにエラーになってします自体を防ぐことができます。

詳細

存在
する？

メッセージボックス
「OK」をクリック

「ログイン/登録」を
クリック

True False

メッセージボックスが表示された場
合「OK」ボタンをクリック

メッセージボックスが表示されない
場合「ログイン/登録」をクリック

メッセージボックスが表示するかどうかによって処理が異なる

要素の有無を検出アクティビティではセレクターで指定した要素があるかどうかを判別し、選択した要素があればTrue、なけれ
ばFalseを返り値（Boolean型の変数）として返します。

説明

3-4. Element Exists（要素の有無を検出）詳細（1/2）

詳細は下記のガイドページをご参照ください。
https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/ui-element-exists

https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/ui-element-exists
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WF詳細

＜Tips＞
タイムアウトの時間を短く設定することで
より速く処理できる。

存在しないかつ10秒以上である場合、
次の処理に進む。

別途用意したタイムアウトの時間が経過
するまで、要素の有無の判定を繰り返
す処理をよく入れる。

3-4. Element Exists（要素の有無を検出）詳細（2/2）
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処理の進捗を表す要素がある、かつ該当処理が終了した後に、特定の画面要素がない場合に使います。
例えば、印刷処理、ファイルのダウンロード処理、時間がかかる検索処理（検索結果が不特定）、また終了した後に、転
記やメール送信などの処理を行う場合に適用します。

詳細

処理中・・・

プログレスバー
消滅後

メール送信 エクセル加工 システム入力

継続的な処理

指定した UI 要素が画面から表示されなくなるまで待機します。
呼び出されたときに「有」なら「無」になるまで待ち、呼び出されたときに「無」なら待たない、次の処理に行きます。

説明

3-5. Wait Element Vanish（要素の消滅を待つ）詳細（1/2）

詳細は下記のガイドページをご参照ください。
https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/wait-ui-element-vanish

https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/wait-ui-element-vanish
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WF詳細

実行中の処理が終了しましたら、次
の処理を行う場合が適用します。

タイムアウト（デフォルト値で30秒）
を適宜に調整しながら要素の消滅の
待ち時間を設定する。

タイムアウトの時間が経つと、そしてエ
ラー発生時に実行を継続（デフォル
ト値でFalse）がTrueでなければ、
タイムアウトにより例外が発生する。

3-5. Wait Element Vanish（要素の消滅を待つ）詳細（2/2）
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このアクティビティは、特定のアプリケーションが開始するのを待つ、または別のアクティビティが実行完了するのを待つなど、適
切なタイミングを待つ必要とする際に使います。特に要素を掴みにくい場合を利用します。

詳細

00:00:01
1秒待機

待機（Delay）アクティビティは、自動化処理をカスタム期間（hh：mm：ss形式）で一時停止します。

説明

3-6. Delay（待機）詳細（1/2）

隣のタブをクリック

表示される内容が不特定

詳細は下記のガイドページをご参照ください。
https://docs.uipath.com/studio/lang-ja/docs/the-delay-activity

https://docs.uipath.com/studio/lang-ja/docs/the-delay-activity
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WF詳細

＜Tips＞
1秒以下の待機時間も指定できる。
<例>
0.1秒待ちの場合に「00:00:00.1」と書く。

3-6. Delay（待機）詳細（2/2）
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操作対象のシステムが不安定であり、アクション自体に失敗する時（システム例外）がある場合に使います。
アクションのあとに想定通りの結果がでるまでに複数回の同様なアクションが必要である場合に使います。

詳細

システム不安定の場合 アプリケーションの起動チェック

画面遷移等 アプリケーション
起動

対象のアクションのあとに想定通りの結果がでるまで対象のアクションを繰り返します。
下記のいずれかを満たす間、内部に含めたアクティビティ群を所定の回数を実行します。
a) 条件（Condition）に設定したアクティビティがFalseである
b) 内部に含めたアクティビティ群が例外をスローする

説明

3-7. Retry Scope（リトライスコープ）詳細（1/2）

起動中

詳細は下記のガイドページをご参照ください。
https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/retry-scope

<Tips>
Excelの場合、プロセスとして裏で動作す
る場合があるため、Kill Process（プロセ
スの強制終了）アクティビティと合わせて
利用を推奨する。

https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/retry-scope
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WF詳細

内部に含めたアクティビティ群が例外をス
ローする場合にリトライする。

条件（Condition）に設定できるのはTrueか
Falseのいずれを返す可能のアクティビティとなる。
要素の有無を検出（Element Exists）
テキストの有無を確認（Text Exists）
OCRでテキストの有無を確認（OCR Text Exists）
画像の有無を確認（Image Exists）
・・・

また、Workflow Manager Activities パッケージをイン
ストールして、多数のBooleanで返すアクティビティも条件で
利用できる。

3-7. Retry Scope（リトライスコープ）詳細（2/2）
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特定の位置にある要素を指定したい、かつ該当要素のセレクターが可変である場合は有効です。取得したUiElement
変数を[相対要素を探す (Find Relative Element)]に渡して、オフセットを指定することで、特定位置の要素の
UiElement を取得できます。

① ②

目的要素：プルダウンメニューの2つ目
固定位置の要素（セレクター可変）

オフセット
で調整

不変セレクターの要素からオフセットを調
整し、目的のUiElementを取得

セレクター固定 セレクター固定

「相対要素を探す」
Yのオフセット：20

詳細

要素を探すアクティビティは、指定したUI要素が画面に表示される (フォアグラウンドに表示される) のを待って、UiElement
変数として返します。
相対要素を探すアクティビティは、固定要素を基準とする相対位置を使用してUI要素を検索し、目的UiElementを取得で
きます。

説明

セレクター不変の要素を
「要素を探す」で
UiElementを取得

3-8. Find Element＋Find Relative
（要素を探す＋相対要素を探す）詳細（1/2）

詳細は下記のガイドページをご参照ください。
https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/wait-ui-element-appear
https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/find-relative

https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/wait-ui-element-appear
https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/find-relative
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相対要素を探すに設定するオフセットは画
面上に要素を指定やUI Explorerで「要
素を選択」でカーソルの位置を確認できる。

WF詳細

要素を探すで取得した固定要素が相対要
素を探すのターゲット要素となる。

3-8. Find Element＋Find Relative
（要素を探す＋相対要素を探す）詳細（2/2）
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参照する要素を指定すると、その要素との位置関係を利用して目的の要素に到達します。

詳細

他のUI要素をアンカーとして使用してUI要素を検索するコンテナーです。

説明

3-9. Anchor Base（アンカーベース）詳細

住所記入欄要素のセレ
クターがいつも変わる

住所記入欄要素の場所とセレ
クターが登録する度に変わる

参照する要素を探す。 目的要素を操作する。

詳細は下記のガイドページをご参照ください。
https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/anchor-base

https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/anchor-base


2005-2020 UiPath K.K. All rights reserved. 37

要素同士の階層構造を利用して、UI Explorerの「アンカーを選択」を利用します。セレクターが固定できる要素を選択して、
<nav>タグの指定で目的の要素に到達します。

詳細

UI Explorerでアンカーを利用します。
要素同士の階層構造を利用して、目的の要素に到達します。

説明

3-10. セレクター修正（ワイルドカード利用やnav調整）詳細

住所記入欄要素のセレ
クターがいつも変わる

住所記入欄要素の場所とセレ
クターが登録する度に変わる

‘LABEL’要素「住所」の１階層上の要素の配下に
ある‘INPUT’タグのUI要素を指定する。

詳細は下記のガイドページをご参照ください。
https://docs.uipath.com/studio/lang-ja/docs/selectors-with-wildcards
https://docs.uipath.com/studio/lang-ja/docs/about-selectors

https://docs.uipath.com/studio/lang-ja/docs/selectors-with-wildcards
https://docs.uipath.com/studio/lang-ja/docs/about-selectors
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予期せぬシステム例外でも、ビジネスロジックで組んだビジネス例外のスローでも、Trueに設定した場合に例外を無視して
次の処理に実行します。

詳細

該当するアクティビティの実行時に発生したすべてのエラーが無視されます。

説明

3-11. プロパティ Continue on Error
（エラー発生時に実行を継続）詳細

<注意>
「エラー発生時に実行を継続」を
Trueに設定した場合、エラーが発
生してもログに出力しないため、利
用する際に、注釈や設計書に情報
を残すことを推奨する。

詳細は下記のガイドページをご参照ください。
https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/click#section-common

https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/click#section-common


2005-2020 UiPath K.K. All rights reserved. 39

UI Explorerのセレクターエディターに表示されている属性を参照して、取得したい属性名を指定するのが有効です。

詳細

UI 要素の指定した属性の値を取得します。要素が有効になっているかどうかを確認する場合は、「属性を待つ（Wait
Attribute）」アクティビティとaastate 属性と組み合わせて使用してださい。

説明

3-12. Get Attribute（属性を取得）詳細

指定できる属性

詳細は下記のガイドページをご参照ください。
https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/get-attribute

https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/get-attribute
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カレンダー上の今日の日付など、画面上の要素を動的に指定したいときは、変数を使ってセレクターを指定できます。

詳細

セレクターに変数を利用すると、変数の部分に文字列や数値を変動させることで、動的に画面上の要素を指定することができま
す。

説明

3-13. セレクターで変数を使う詳細

‘innertext’を日付ごとに可
変に指定したい場合。

詳細は下記のガイドページをご参照ください。
https://docs.uipath.com/studio/lang-ja/docs/dynamic-selectors

変数を代入する。

https://docs.uipath.com/studio/lang-ja/docs/dynamic-selectors
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特殊キーはキーリストから選択できます。

詳細

UI 要素にキーボードショートカットを送信します。

説明

3-14. Send Hotkey（ホットキーを押下）詳細

<Tips>
スペースキーを指定したい場合、
半角スペース” ”を打ち込む。

<Tips>
複数キーを同時に押下したい場
合、「キー」にStringで記入する。

<注意>
「キー修飾子」と「ウインドウメッセージ
を送信」と共に使用することはできない。

詳細は下記のガイドページをご参照ください。
https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/send-hotkey

https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/send-hotkey
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Accuracy（精度）とProfile（プロファイル）の設定値を調整することで、画像認識の精確率を高めます。

詳細

Accuracy（精度）とProfile（プロファイル）は画像を処理するアクティビティ（画像をクリック、画像を探す、画像が出現した
ときなど）のプロパティです。

説明

3-15. 画像認識のプロパティAccuracy（精度）と
Profile（プロファイル）詳細

Image.Profile - 使用する画像検出アルゴリズムを変更す
ることができる。 Basic は、平均的な速度とリソースコストを持
つ古典的なアルゴリズムである。 Enhanced は、より多くのリ
ソースを犠牲にして、より正確な結果を提供することができる。
既定では、このフィールドはBasic に設定されている。

Image.Accuracy - 検索しようとする画像と実際に見つけ
る画像との間の最低限の類似度を表す 0 ～ 1 の測定単位
である。見つける画像が検索しようとする画像とわずかに異な
る場合に便利であり、既定値は 0.8 となる。

詳細は下記のガイドページをご参照ください。
https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/wait-image-appear#section-input

https://docs.uipath.com/activities/lang-ja/docs/wait-image-appear#section-input
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各OCRアクティビティの詳細及び比較情報は下記のガイドページとブログをご参照ください。
➢ OCRのアクティビティ
https://docs.uipath.com/studio/lang-ja/docs/ocr-activities

➢ UiPath 組み込みの OCR アクティビティを利用するドキュメント処理プラットフォーム
https://www.uipath.com/ja/blog/developer/ocr-activity-document

詳細

OCR テクノロジーを使用するアクティビティは、端末の画面全体をスキャンして、表示されている文字を見つけ出してデジタル
データへ変換します。

説明

3-16. OCR詳細

他のOCRエンジンアクティビティへ変更
可能となる。

https://docs.uipath.com/studio/lang-ja/docs/ocr-activities
https://www.uipath.com/ja/blog/developer/ocr-activity-document
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並列 (Parallel) アクティビティの詳細解説は下記のブログをご参照ください。
➢ 並列 (Parallel) アクティビティについて
https://www.uipath.com/ja/blog/developer/about-parallel-activities

詳細

複数のアクティビティを内部のコンテナに含めて、並列で実行します。

説明

3-17. Parallel（並列）詳細

「条件」をTrueに設定した場合、含められたア
クティビティのうちひとつでも完了すれば次のアク
ティビティに遷移する。
「条件」をFalseに設定した場合、 、含められ
たアクティビティのすべてが完了した後に次のア
クティビティに遷移する。

https://www.uipath.com/ja/blog/developer/about-parallel-activities
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AI Computer Vision の詳細情報及び利用方法は下記の公式ページとアクティビティガイドページをご参照ください。
➢ AI Computer Vision リリースのお知らせ
https://www.uipath.com/ja/resources/knowledge-base/ai-computer-vision-2019

➢ AI Computer Visionのユーザーガイド
https://docs.uipath.com/lang-ja/activities/docs/about-the-ui-automation-activities-pack#section-computer-vision

詳細

AI Computer Vision は、機械学習をベースとする手法により画面イメージから UI 要素を検出するとともにOCRエンジンに
よりテキストを抽出して、UIを完全に認識しようとします。

説明

3-18. AI Computer Vision詳細

「CV 画面スコープ」を利用し、サーバーとの同
期情報が必要となる。
※取得・設定手順はユーザーガイドに参照。

https://www.uipath.com/ja/resources/knowledge-base/ai-computer-vision-2019
https://docs.uipath.com/lang-ja/activities/docs/about-the-ui-automation-activities-pack#section-computer-vision
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